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なかよく かしこく たくましく
～主体的に他者と協働し、豊かな学び方を身に付け、夢や目標を持って生きる子～

座安小学校の全職員は、子どもたち１人ひとりを認め、受け入れ、持ってい

る「可能性を拓き伸ばす教育」の実践をめざし、全力でがんばります！

命を守る！ 学校生活を続ける！
～新しい学校生活様式「ざやすスタイル」～
通常通りの学校生活が始まって３日目が終わろうとしています。

本校では、学校が再開した５月２１日（木）の授業で、コロナウイルスについて学

習し、感染しないために座安っ子全員が学校や家で、どんなことに気をつけ、どのよ

うな行動をした方がよいのかについて考えまし

た。そして３年生以上の全児童がそのルールな

どについて意見を書いて提出してくれました。

一人一人がウイルスについて知り、これから

の行動の在り方について真剣に考えることで、

一人一人が主体的に、コロナウイスルにかから

ない、うつさない行動ができるようにしていく

ことが目的です。

２０００以上の意見が集まりました。登校時 ＜子ども達からの意見が書かれた用紙＞

から授業、休み時間、給食、清掃と、それぞれの時間ごとに、意見とその人数を記入

してまとめたものが以下の表です。

子ども達から出た意見のうち、ベスト１０を以下に掲載します。このベスト１０に
ついては昨日（２６日）の授業でも行っています。一つ一つの項目の理由については、
お子さんから聞いて下さい。

第１位… 朝、検温をする。平熱で健康であることを確かめる。（２５０人）
第２位… 石けんで手を洗い、消毒をしよう。（２２４人）
第３位… 給食時間、おしゃべりせずにしずかに食べる。（１７１人）
第４位… マスク、ハンカチ、水筒を忘れずに登校する。（１５２人）
第５位… できるだけ距離をとり、静かに授業に集中する。（１４９人）
第６位… 距離をとって、モクモク清掃でがんばる。（１０８人）
第７位… 寄り道せずに帰る。（９０人）
第８位… 朝登校したら一人ででもできることをする。（読書や自習など）（７８人）
第９位… 朝ご飯をしっかり食べて登校する。（６４人）
第 10位…他の人の持ち物などにさわらない。（５９人）

これら上位の意見に加え、教師側からのルールを挿入して、子ども達と先生方との
協働でつくった新しい学校生活様式が「ざやすスタイル」です。低学年用と高学年用
があります（裏面をご覧下さい）。別紙の「学校・家での基本スタイル」はご家庭の
壁などに貼り、お子さんと一緒に守ることを通して、しばらくはコロナウイルスと共
存する生活に慣れていくことが重要だと思います。よろしくお願いします。

その定着には、大人の意識の在り方が重要！
別紙の「ざやすスタイル」を子ども達と一緒につくったからといって、その行

動がすぐに身につくものではありません。現に本日（２７日）の授業中や清掃時

間などのざやすスタイルの徹底率は７０％程度でしょうか？ 休み時間にいたっ

ては、飛沫感染して当然と思えるほど、子ども達は夢中になって遊んでいました。

冷静になればソーシャルディスタンスがとれるのに、遊びに夢中になると忘れて

しまうのでしょう。けれどこの新しい生活様式については、夢中の中にあっても

まばたきや呼吸は忘れないように、行動として身につける必要があります。命に関わるから

です。今は沖縄の感染者０。落ち着いている内に、ざやすスタイルを確実に身につけさせた

いです。そのためには大人（親や教師）の意識の高さと指導の徹底が重要です。

千之の心 （ちゆきのこころ）！
前号に引き続き、沖縄県教育委員会元教育長金武正八郎氏のコメント（「Ｈ２２

教育委員会ホームページより、一部抜粋」したもの）を紹介します。このコメント

は、２５日（月）の６校時、委員会活動発足式で、６年生の子ども達にも紹介しま

した。これからの生活様式についても、千之の心の精神は必要だと感じています。

私は本県の子どもたちに「千之」の心、いわゆる自己肯定感と「忍耐」と「勤勉」をぜひ身に
ち ゆ き

つけさせたいと考えております。「千之」の心とは、「人ひとたびにしてこれをよくすれば、己は

これを百たびす。人十たびでこれをよくすれば、己はこれを千たびす」という中国の中庸という

書物に書かれている言葉です。訳は、「すぐれた人物が一回でできたとしても、われら凡人にだっ

て百回繰り返せばできるようになる。能力のある人物が十回やってできたことでも、千回もやり

続ければできるようになる」という意味であります。

夢を実現するためには、「忍耐」はさけては通れない入場門のようなものです。この世の中で、

我慢の時なくして夢を実現した人は一人もいません。「勤勉」は、どのような境遇にある者にも等

しく夢を実現させる機会を与えてくれる素晴らしい宝物です。まじめに取り組むことは決して無

駄なことではありません。勤勉さは不可能を可能にしてくれるものであり、幸運をもたらしてく

れるものであります。「千之」の心、いわゆる自己肯定感を持ち、「忍耐」と「勤勉」を身に付け

た、たくましい子どもたちを育てたいと強く思っております。


